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地域の技術が未来を動かす地域の技術が未来を動かす



特 集

市議会ですおじゃまします

― オープンファクトリーで出会う ものづくりの未来 ―
喜多方市には、全国に誇る“ものづくり企業”が数多くあります。
今回の「おじゃまします市議会です」では【キタカタオープンファク

トリー】に参加されており、地域に根ざし挑戦を続ける４つの企業を訪
問し、現場で伺った声を質疑応答形式でお届けします。

パナソニックソーラーアモルトン株式会社
― 世界へ広がる喜多方の光 ―

ニューロング工業株式会社 喜多方工場
― 紙袋製造機械で拓くグローバル市場 ―

【
キ
タ
カ
タ
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
】

は
、
地
元
も
の
づ
く
り
企
業
の
生
産
現

場
を
公
開
し
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
製
造
現
場
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
で
す
。

就
職
先
と
し
て
の
地
元
企
業
の
認
知
拡

大
、
将
来
的
な
人
材
確
保
に
も
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
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Ｑ　
会
社
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　
喜
多
方
市
慶
徳
町
に
あ
る
当
社
は
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

時
計
や
電
卓
な
ど
に
使
わ
れ
る
小
型
太
陽

電
池
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
約
１
０
０
名

の
従
業
員
が
３
交
代
制
で
昼
夜
稼
働
し
、

精
密
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
作
業
で
品
質
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
環
境
へ
の
取
組
は
。

Ａ　
再
エ
ネ
電
力
の
導
入
や
廃
棄
物
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
生
産
を

進
め
て
い
ま
す
。「
環
境
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
喜
多
方
か
ら
世
界
へ
」
が
合

言
葉
で
す
。

Ｑ　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
地
元
高
校
か
ら
の
採
用
や
奨
学
金
返
済

支
援
制
度
で
若
手
育
成
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　
今
後
の
展
望
は
。

Ａ　
通
勤
路
や
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
地

域
環
境
の
改
善
を
願
い
、
地
元
に
根
ざ
す

企
業
と
し
て
再
エ
ネ
の
可
能
性
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
会
社
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　
昭
和
16
年
創
業
。
工
業
用
ミ
シ
ン
か
ら

始
ま
り
、
現
在
は
紙
袋
自
動
製
造
機
を
開

発
・
製
造
し
て
い
ま
す
。
喜
多
方
工
場
は

国
内
23
拠
点
の
中
核
で
、
海
外
に
も
展
開

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
環
境
対
応
へ
の
取
組
は
。

Ａ　
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
の
流
れ
を
受
け
、

紙
袋
需
要
に
応
え
る
新
機
種
を
開
発
し
ま

し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
脱
炭
素
化
も
推
進

中
で
す
。

Ｑ　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
地
元
高
校
と
の
交
流
を
続
け
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
工
場
見
学
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　
地
域
と
の
関
わ
り
は
。

Ａ　
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
市
民
や
学

生
に
工
場
を
公
開
し
、
も
の
づ
く
り
の
魅

力
を
伝
え
て
い
ま
す
。



― 現場の声を議会へ、市民へ ―　取材議員コメント

株式会社小沢鉄工所
― 地域に根ざし、信頼をかたちに ―

株式会社アップルツリー 喜多方工場
― 環境技術で未来を照らす ―

■高畑孝一 副委員長「市内のものづくり企業を訪ね、最前線で働くみなさんの技術力と誇りを直接感
じることができました。地域産業の魅力を市民の皆さんに伝える機会として、
オープンファクトリーの重要性を改めて実感しました。」

■渡部忠寛 委　員「現場での取材を通じて、環境配慮や人材育成に積極的に取り組む企業の姿を学
びました。議会としても、地域の産業力向上に向けた支援の在り方を考える契
機となりました。」

■山口文章 委　員「工場見学を通して、最新技術と地域への貢献を両立する企業の努力が印象的で
した。市民のみなさんに、喜多方のものづくりの魅力を広く知ってもらえる記
事になればと思います。」

■山口和男 委　員「各社の取組から、地域と企業が一体となって未来をつくる姿勢を感じました。議
会としても、現場の声をまちづくりに生かしていく責任を改めて認識しました。」
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Ｑ　
会
社
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　
昭
和
38
年
創
業
の
建
築
鉄
骨
製
作
会
社

で
、
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
骨
組
み

を
製
造
し
て
お
り
、
現
在
は
17
名
体
制
で

全
国
各
地
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
溶
接
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
り
品
質
と
安
全
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

Ｑ　
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
若
年
層
採
用
が
難
し
く
、
今
後
は
外
国

人
技
能
実
習
生
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
国

家
資
格
の
取
得
支
援
や
社
内
勉
強
会
を
通

じ
て
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
地
域
と
の
関
わ
り
は
。

Ａ　
地
元
高
校
と
の
連
携
や
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
若
者
の
地

元
定
着
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ　
今
後
の
展
望
は
。

Ａ　
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
全
国
で
通
用
す

る
製
品
づ
く
り
を
続
け
、
喜
多
方
の
産
業

力
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　
会
社
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　
２
０
１
０
年
設
立
、
２
０
１
６
年
よ
り

喜
多
方
工
場
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
ネ
オ
ン
管

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
オ
フ
ィ
ス

や
鉄
道
施
設
に
納
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
た
「
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
工

場
」
と
し
て
操
業
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
環
境
分
野
で
の
取
組
は
。

Ａ　
電
源
交
換
で
８
割
以
上
を
再
利
用
で
き

る
製
品
を
開
発
し
、
廃
棄
を
減
ら
す
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
製
造
段
階
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
可
視

化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
地
域
や
人
材
と
の
関
わ
り
は
。

Ａ　
地
元
採
用
を
中
心
に
約
50
名
が
勤
務
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で

中
高
生
や
小
学
生
に
見
学
・
体
験
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
今
後
の
展
望
は
。

Ａ　
高
品
質
な
日
本
製
照
明
を
軸
に
、
環
境

価
値
を
高
め
た
製
品
づ
く
り
を
進
め
、
喜

多
方
か
ら
持
続
可
能
な
産
業
の
輪
を
広
げ

て
ま
い
り
ま
す
。



議員定数を定める条例の一部を改正する条例
議会案（22名→20名）など可決

９月９月
定例会定例会

令和７年第７回９月定例会は、９月４日から９月19日までの16日間の会期で開催され、
市長提案により、予算案９件、条例案３件、その他９件が提出されたほか、請願３件、議
会案２件の審議が行われました。

９月補正予算の主な事業

地域林政アドバイザー活用
及び森林経営管理運用指
針策定業務委託料
� 550万円

緊急銃猟対応事業
� 35万円

伝統的建造物群保存地区
保存事業補助金
� 1,226万５千円

債務負担行為 森林経営管理
事業費

鳥獣保護及び
有害鳥獣捕獲経費 文化財保護経費

旧県立喜多方東高等学校
跡地利活用基本計画策定
及び公民連携可能性調査
業務委託料
� 2,060万円

令和７年度　９月補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 6億4,152万3千円 280億5,290万1千円
特 別 会 計 9,260万円 115億4,471万円
下 水 道　 （ 収 入 ） 0円 18億4,985万4千円
　　 〃　　（ 支 出 ） 86万3千円 21億2,892万6千円
水 　 道 　（ 収 入 ） 3,983万1千円 15億3,322万円
　　 〃　　（ 支 出 ） 183万6千円 19億9,240万円
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【総務常任委員会】

　
こ
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
本
年
３
月
に
基
本
構
想
を

策
定
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
基
本
構
想
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
現
状
の
把
握
、
導
入
す

る
公
共
公
益
施
設
の
概
略
の
内

容
、
民
間
収
益
施
設
の
導
入
の

可
能
性
、
実
際
の
各
施
設
の
配

置
図
と
い
っ
た
も
の
を
基
本
計

画
と
し
て
策
定
す
る
た
め
、
債

務
負
担
行
為
に
よ
り
年
度
を
ま

た
い
で
発
注
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
発
注
の
内
容
を
説
明
し
て

ほ
し
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
民
間
業
者
に
対

し
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査（
官
民
対
話
方
式
）を
行
い
、

意
向
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
な
っ

て
い
る
が
、
よ
り
詳
細
な
内
容

の
検
討
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

商
業
施
設
を
中
心
と
し
て
観
光

施
設
、
宿
泊
施
設
、
多
目
的
広

場
、
集
会
交
流
施
設
等
の
導
入

問答

が
想
定
さ
れ
る
が
、
参
加
意
向

の
あ
る
事
業
者
の
規
模
や
手
法

を
専
門
的
知
見
を
も
っ
て
よ
り

詳
し
く
調
査
し
て
基
本
計
画
を

ま
と
め
、
さ
ら
に
は
、
公
民
連

携
の
具
体
策
の
可
能
性
を
併
せ

て
ま
と
め
て
い
く
。
本
年
度
内

に
は
終
了
す
る
見
込
み
が
な
い

た
め
債
務
負
担
行
為
を
設
定
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
発
注
す
る
業
者
は
ど
う
す

る
の
か
伺
う
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
と
公
民

連
携
の
可
能
性
調
査
の
二

つ
の
内
容
に
な
る
が
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
一
社
に

対
し
て
一
括
発
注
し
た
い
。
業

者
の
資
格
要
件
と
し
て
は
専
門

的
知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と

と
、
過
去
10
年
間
に
お
い
て
他

自
治
体
と
の
実
績
の
あ
る
業
者

を
選
ぶ
事
に
す
る
。
地
元
の
業

者
を
優
先
し
た
い
が
い
な
け
れ

ば
こ
の
限
り
で
な
い
。

問答

旧
県
立
喜
多
方
東
高
校
跡
地

旧
県
立
喜
多
方
東
高
校
跡
地

��

利
活
用
基
本
計
画
策
定
へ

利
活
用
基
本
計
画
策
定
へ

９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議

９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議
･･
委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

　
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
策

定
に
あ
た
っ
て
、
事
業
の

見
直
し
等
は
検
討
し
た
の
か
、

す
る
の
か
伺
う
。

　
　
こ
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
費
用
の
抑
制
の
た
め

全
体
的
な
総
量
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
と
将
来
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
公
民
連
携
に
よ

る
手
法
の
積
極
的
活
用
を
す
る

こ
と
と
し
て
、
市
の
負
担
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
中
期
財
政
計
画
に
計
上
し

て
定
期
的
に
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
議
会
の
決
定
を
い
た
だ

い
た
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
告
、
実
施
要
領
等
の
公
表
を

行
う
。
11
月
中
旬
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
受
託
者
の
決
定

を
し
て
契
約
の
締
結
を
行
う
。

来
年
８
月
ま
で
に
事
業
を
完
了

し
て
報
告
す
る
。
事
業
費
の
支

払
い
は
年
末
ま
で
に
実
施
す

る
。
財
源
は
県
補
助
金
が
３
分

の
２
で
１
３
７
３
万
３
０
０
０

問答問答

円
、
市
の
一
般
財
源
が
３
分
の

１
な
の
で
６
８
６
万
７
０
０
０

円
と
な
る
。

　
　
整
備
に
関
す
る
周
辺
住
民

に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
実
施
す
る
の
か
。

　
　
こ
の
事
業
発
注
の
要
件
に

は
入
っ
て
い
な
い
が
、
具

体
案
が
実
施
と
な
れ
ば
当
然
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
。

問答

▲旧県立喜多方東高校

5 市議会だより 喜多方　第63号

９
月

定

例

会



【文教厚生常任委員会】

市
は
高
齢
者
世
帯
な
ど
自
力

に
よ
る
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に

対
し
、
家
屋
の
周
辺
及
び
敷
地

内
の
通
路
確
保
な
ど
、
日
常
生

活
を
維
持
す
る
た
め
の
除
雪
支

援
と
し
て
1
枚
あ
た
り
30
分
の

除
雪
作
業
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
利
用
券
を
交
付
し

て
い
る
。
利
用
券
は
積
雪
地
域

の
特
性
に
よ
り
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
分
類

さ
れ
、
世
帯
へ
の
配
布
枚
数
は

Ａ
地
区
（
平
地
）
20
枚
、
Ｂ
地

区（
山
間
地
）28
枚
、Ｃ
地
区（
豪

雪
地
）
36
枚
で
あ
る
。

　
　
今
年
度
も
当
初
予
算
と
９

月
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
積
算
方
法
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
公
共
事
業
労
務
単
価
を
積

算
基
礎
と
し
て
い
る
。
助

成
額
は
昨
年
度
が
１
２
４
０

円
、
今
年
度
は
１
２
９
０
円
の

50
円
の
増
と
し
、
枚
数
は
当
初

予
算
と
同
様
の
３
３
０
０
枚
で

あ
り
、
９
月
補
正
額
は
16
万
５

０
０
０
円
の
増
で
あ
る
。

問答

　
　
あ
る
高
齢
者
世
帯
の
話
で

あ
る
が
、
過
去
に
当
該
支

援
の
登
録
履
歴
が
あ
っ
た
が
、

降
雪
量
の
関
係
で
昨
年
は
利
用

券
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
今
年

の
豪
雪
に
よ
り
再
申
請
の
た
め

に
市
役
所
ま
で
行
け
な
い
の

で
、
電
話
で
申
請
で
き
な
い
か

と
問
合
せ
を
し
た
が
、
電
話
で

の
申
請
は
出
来
な
い
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
と
い
う
。
外
出
が

困
難
な
場
合
は
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
改
善
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
一
元
管
理
に
よ
り
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
徹
底
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
業
者
に
支
払
う
単
価
の
安

さ
が
懸
念
さ
れ
る
。
見
合

っ
た
単
価
に
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
単
価
は
適
正
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
方

法
が
検
討
で
き
る
か
内
部
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。

問答問答

今
年
の
１
月
、
２
月
の
大
雪

は
本
市
に
お
い
て
も
62
年
ぶ
り

に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、

市
内
各
所
で
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
し
た
。
そ
の
中
で
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
内
の
酒
蔵
屋

根
等
が
損
壊
し
た
た
め
、
９
月

補
正
予
算
に
お
い
て
１
２
２
６

万
５
０
０
０
円
を
計
上
し
た
。

　
　
国
の
補
助
該
当
と
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
雪
害
に
よ
っ
て
本
地
区
が

災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と

な
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

本
来
、
修
理
修
景
の
場
合
は
65

％
の
補
助
率
で
あ
る
が
、
こ
の

度
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
20

％
加
算
さ
れ
85
％
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
併
せ
て
同
庁
か

ら
は
、
市
の
要
綱
に
災
害
時
に

つ
い
て
の
文
言
を
定
め
る
よ
う

に
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
要
綱
改
正
は
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
建
物
損
害
に
つ
い

て
の
保
険
適
用
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

問答問

高
齢
者
世
帯
除
雪
支
援
事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
除
雪
支
援
事
業
に
つ
い
て

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事
業
に
つ
い
て

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事
業
に
つ
い
て

　
　
本
年
８
月
に
、
要
綱
を
改

正
し
た
。
保
険
に
つ
い
て

は
更
新
時
期
の
関
係
か
ら
適
用

期
間
外
で
あ
っ
た
。
保
険
料
が

支
給
さ
れ
た
場
合
は
修
理
に
か

か
る
補
助
率
を
乗
じ
て
計
算
さ

れ
る
。
地
区
内
に
お
い
て
建
物

損
害
保
険
加
入
の
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
改
め
て
促
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
度
の
崩
落
で
人
的
被

害
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い

で
あ
っ
た
。
同
じ
通
り
で
あ
る

馬
車
の
駅
（
地
酒
蔵
）
２
階
の

軒
先
が
歪
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
観
光
客
な
ど
徒
歩
で
の

往
来
が
多
い
場
所
で
あ
る
の

で
、
事
故
の
未
然
防
止
が
重
要

で
あ
る
。
他
の
建
物
に
つ
い
て

も
確
認
の
上
、
所
有
者
へ
注
意

喚
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
所
有
者
へ
し
っ
か
り
伝
達

し
て
ま
い
り
た
い
。

答問答

6市議会だより 喜多方　第63号

９
月

定

例

会



【産業建設常任委員会】

日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
「
協

力
金
」
の
金
額
等
が
変
更
さ
れ

た
こ
と
で
、
影
響
は
な
か
っ
た

の
か
、
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
　
日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
協

力
金
８
８
５
万
円
の
減
額

補
正
の
要
因
は
、
ど
の
よ
う
に

検
証
し
た
の
か
。

　
　
協
力
金
の
当
初
予
算
額
と

し
て
、
昨
年
の
実
績
等
を

鑑
み
２
２
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
今
年
の
桜
の
咲
き

始
め
が
、
大
雪
の
影
響
も
あ
り

遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
桜

ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
の
天
候

に
も
恵
ま
れ
ず
、
入
込
み
数
が

減
少
し
た
こ
と
が
、
減
額
の
要

因
で
あ
る
と
検
証
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

協
力
金
の
呼
び
か
け
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
実
施

し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
体
制

に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
協
力
金
の
呼
び
か
け
に
つ

い
て
は
、
警
備
会
社
へ
委

託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
呼
び

問答問答

か
け
場
所
に
つ
い
て
は
、
旧
喜

多
方
商
業
高
校
跡
地
、
押
切
川

公
園
野
球
場
の
駐
車
場
、
押
切

川
公
園
体
育
館
の
駐
車
場
の
３

カ
所
で
実
施
し
、
昨
年
と
は
変

更
し
て
い
る
。
次
年
度
の
体
制

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
「
協
力
金
」
に
つ
い
て

日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
「
協
力
金
」
に
つ
い
て

森
林
経
営
管
理
事
業
に
つ
い
て

森
林
経
営
管
理
事
業
に
つ
い
て

森
林
経
営
管
理
事
業
は
、
令

和
元
年
か
ら
本
市
で
取
組
を
始

め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
意
向

調
査
を
終
了
し
た
3
地
区
は
、

森
林
経
営
管
理
権
の
集
積
計
画

案
を
作
成
し
、
所
有
者
か
ら
同

意
取
得
を
進
め
て
い
た
が
、
全

て
の
調
査
地
区
に
お
い
て
森
林

整
備
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
年
度
予
定
し
た
新
た
な
地
区

の
意
向
調
査
を
延
期
し
た
。
代

わ
り
に
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
た
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活
用
事
業
を
実
施
し
、
今
後
の

事
業
の
具
体
的
な
進
め
方
の
指

導
を
受
け
、
本
市
の
森
林
に
適

し
た
森
林
経
営
管
理
事
業
に
つ

い
て
の
運
用
方
針
を
策
定
し

た
。

　
　
事
業
を
延
期
し
た
理
由
に

は
国
の
法
律
改
正
も
関
係

あ
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
意
向
調
査
を
行

っ
た
3
地
区
の
森
林
整
備

が
前
に
進
ま
な
か
っ
た
。今
回
、

国
の
法
律
改
正
の
タ
イ
ミ
ン
グ

問答

で
再
度
計
画
を
練
り
直
し
た
ほ

う
が
良
い
と
判
断
を
し
た
。
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
共
有
林

の
同
意
条
件
が
緩
和
さ
れ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
問
題
点
が
あ
る

の
で
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
　
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用

事
業
の
内
容
と
対
象
者
の

選
定
は
。

　
　
林
政
関
係
の
専
門
的
な
知

識
を
有
し
て
い
る
方
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

事
業
の
課
題
に
対
し
て
の
助

言
、
森
林
所
有
者
の
探
索
や
境

界
確
認
の
進
め
方
に
つ
い
て
の

助
言
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
も
助
言
を
い

た
だ
け
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
指
針
を
策
定
す
る
。
対
象

者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
行
う
が
、
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
自
体
が
特
殊
な
資
格
の
た

め
、
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
見

込
ん
で
い
る
。

問答

▲日中線しだれ桜並木
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一般質問は、市政全般についての市の方針を質すものです。
９月定例会の一般質問は９月８日～９月11日までの４日間行われ、16名の議員が登

壇し、市民の皆さんの生活に関わる行政全般について質問をしました。
掲載の文面は各議員の自己編集として、質問した項目の中から１項目程度を要約して

おります。（すべての項目は、オンデマンド配信でご覧いただけます。また、会期中は
インターネットで中継を配信しています。）

※各議員のＱＲコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

齋
藤　
勘
一
郎 

議
員

　
　
２
期
目
４
年
間
の
市

政
運
営
の
総
括
は
。

　
　
オ
ー
ル
市
民
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
と

し
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声

や
提
言
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て

き
た
。

　
今
後
は
財
政
健
全
化
へ

の
取
組
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
市
民
が
笑
顔
に
あ
ふ

れ
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

ふ
る
さ
と
喜
多
方
」
の
創

造
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
来
年
１
月
の
市
長
選

挙
へ
の
決
意
は
。

　
　
２
期
目
の
満
了
ま
で

市
政
進
展
と
市
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
全
力
で

職
責
を
果
た
し
、
し
か
る

べ
き
時
期
に
そ
の
判
断
を

す
る
。

問答問答

　
　
有
害
獣
の
今
年
度
７

月
ま
で
の
市
全
体
の

捕
獲
数
は
。

　
　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
６
頭
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
55

頭
、
イ
ノ
シ
シ
58
頭
、
二

ホ
ン
ジ
カ
は
８
頭
で
あ
る
。

　
　
今
年
度
の
貸
出
用
電

気
柵
の
総
合
支
所
別

保
有
台
数
は
。

　
　
喜
多
方
21
台
、
熱
塩

加
納
４
台
、
塩
川
３

台
、
山
都
７
台
、
高
郷
９

台
で
あ
る
。

　
　
貸
出
用
電
気
柵
が
総

合
支
所
で
不
足
と
な

っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
本
庁
が
中
心
と
な
り

各
総
合
支
所
で
貸
出

不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
に

調
整
を
し
て
い
く
。

問答問答問答

しかるべき時期に判断をするしかるべき時期に判断をする市長市長

市長選挙への決意は市長選挙への決意は
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生活者・事業者にとって公平性の高い事業と財政健全化を図る生活者・事業者にとって公平性の高い事業と財政健全化を図る

佐
原　
正
秀 

議
員

渡
部　
忠
寛 

議
員

市長市長

　
　
今
般
の
国
か
ら
の
物

価
高
騰
に
資
す
る
交

付
金
の
使
途
を
ペ
イ
メ
ン

ト
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
30
％
還

元
と
い
う
手
段
を
講
じ
た

が
、
そ
の
経
済
効
果
は
見

込
み
通
り
だ
っ
た
の
か
。

　
利
用
で
き
な
か
っ
た
方

（
特
に
高
齢
者
）へ
は
恩
恵

が
な
か
っ
た
為
、
世
代
間

の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

利
用
に
あ
た
っ
て
は
市
外

利
用
者
も
多
く
見
受
け
ら

れ
、
一
部
の
大
型
店
も
加

盟
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

真
に
市
民
や
商
店
等
は
十

分
な
利
益
に
至
っ
た
の
か

疑
問
が
残
る
。

次
回
以
降
、
同
類
の
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

よ
り
経
済
効
果
の
高
い
地

域
内
通
貨
も
検
討
さ
れ
、

市
民
及
び
市
内
の
商
店
等

問

が
よ
り
多
く
の
恩
恵
を
受

け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
子
育
て
支
援
事
業
へ
の

予
算
配
分
に
つ
い
て
も
配

慮
さ
れ
た
い
。

　
　
経
済
効
果
の
速
報
値

は
３
億
７
７
５
０
万

円
で
あ
り
、
概
ね
見
込
み

通
り
で
あ
っ
た
。
事
業
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は

11
月
に
集
計
を
終
え
る
の

で
分
析
後
に
様
々
な
ご
意

見
を
含
め
た
上
で
、
よ
り

良
い
事
業
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
　
財
政
健
全
化
に
向
け

て
人
件
費
や
受
益
者

負
担
を
分
析
し
見
直
さ

れ
、
市
の
事
業
が
民
業
圧

迫
と
な
ら
な
い
よ
う
に
精

査
し
、
各
事
業
を
展
開
さ

れ
た
い
。

　
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

が
本
格
始
動
す
る
令

和
８
年
度
に
向
け
て
精
査

し
実
施
し
て
い
く
。

答問答

　
　
本
市
の
水
道
管
は
高

度
経
済
成
長
期
か
ら

短
期
間
で
整
備
さ
れ
、
そ

の
多
く
が
法
定
耐
用
年
数

の
40
年
を
超
え
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
適
切
な
資
産
管
理
と

長
期
的
な
視
点
を
踏
ま
え

た
計
画
が
重
要
で
、
こ
れ

ら
に
資
す
る
技
術
革
新
へ

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
老
朽
化
が
問
題

と
な
る
上
水
道
の
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
の
劣
化
は
電

気
伝
導
度
の
逆
数
な
ど
が

影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
ら
を
予
測
し
直
接
的

な
管
路
の
検
査
や
更
新
を

進
め
る
こ
と
で
、
更
新
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
等
の
新

技
術
を
活
用
し
た
水
道
管

路
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

問

　
　
今
年
度
、
新
た
に
衛

星
を
活
用
し
た
漏
水

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

衛
星
か
ら
取
得
し
た
画
像

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
解

析
し
、
漏
水
の
可
能
性
の

あ
る
管
路
を
抽
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
を
は
じ
め
と
し
た

各
管
種
に
お
い
て
、
劣
化

に
よ
る
損
傷
や
漏
水
を
早

期
に
把
握
し
、
修
繕
や
更

新
を
効
果
的
に
行
え
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
管
路
診
断
な
ど
、
他
の

新
技
術
も
あ
る
の
で
、
効

果
的
な
老
朽
管
の
更
新
に

向
け
た
対
策
を
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。

答

今年度から新たに衛星を活用した漏水調査を実施する今年度から新たに衛星を活用した漏水調査を実施する市長市長

水道管の迅速で的確な更新計画をどう進める水道管の迅速で的確な更新計画をどう進める

真の物価高騰対策生活者・事業者支援事業と経費縮減を真の物価高騰対策生活者・事業者支援事業と経費縮減を
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統合中学校　なぜ山都中ではできないのか統合中学校　なぜ山都中ではできないのか

齋
藤　
仁
一 

議
員

　
　

高
郷
町
で
は
、猿
が

町
の
中
心
地
区
に
も

群
れ
で
出
没
し
、農
作
物

被
害
も
発
生
し
て
い
る
。

昨
年
の
一
般
質
問
の
答
弁

で
は
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

に
よ
り
群
れ
を
把
握
し
、

対
策
を
実
施
し
て
い
く
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
伺

う
。

　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

に
基
づ
き
、「
喜
多

方
市
ニ
ホ
ン
ザ
ル
管
理
事

業
実
施
計
画
」を
策
定
し
、

群
れ
ご
と
の
計
画
的
な
捕

獲
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
。

　
課
題
と
し
て
は
発
信
器

を
取
り
付
け
て
い
る
個
体

の
死
亡
や
発
信
器
の
電
池

寿
命
等
に
よ
り
、
発
信
器

を
取
り
付
け
て
い
る
ニ
ホ

ン
ザ
ル
の
数
が
減
少
し
、

問答

現
在
３
頭
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
内
全
域
の

群
れ
を
全
て
把
握
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
発
信
器
を

取
り
付
け
る
個
体
を
増
や

し
、
効
果
的
な
被
害
対
策

に
努
め
る
。

　
　
昨
年
の
電
気
柵
購
入

支
援
補
助
金
の
申
請

期
間
が
短
か
っ
た
の
で
は

と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　
昨
年
も
今
年
も
、
９

月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
の
申
請
受
付
を
、

２
カ
月
の
余
裕
を
持
っ
て

行
っ
て
い
る
。

問答

　
　
山
都
小
中
学
校
の
保

護
者
、
行
政
区
長
の

方
々
か
ら
は
『
な
ぜ
山
都

中
学
校
で
は
で
き
な
い
の

か
。
こ
の
山
都
中
学
校
を

統
合
中
学
校
に
で
き
な
い

か
。』
と
の
意
見
は
重
い

と
受
け
止
め
て
い
る
が
い

か
が
か
。

　
　

育
み
の
丘
構
想
は
、

旧
耶
麻
農
業
高
校
が

閉
校
に
な
り
、
実
業
高
校

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山

都
中
が
ダ
メ
な
の
で
は
な

く
、
旧
耶
麻
農
業
高
校
を

使
う
と
も
っ
と
子
ど
も
た

ち
の
総
合
的
な
学
び
が
で

き
る
と
い
う
提
案
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
近
隣
で
も

な
い
よ
う
な
学
校
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
市

と
し
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
旧
耶
麻
農
業
高
校

に
し
た
。

問答

　
　

育
み
の
丘
構
想
は
、

山
都
中
学
校
で
で
き

な
い
の
か
。

　
　

市
が
考
え
て
い
る

『
未
来
の
学
び
が
で

き
る
学
校
』『
誇
り
を
持

っ
て
学
べ
る
学
校
』『
地

域
を
維
持
す
る
力
が
あ
る

学
校
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

よ
る
学
校
を
つ
く
っ
て
い

く
の
に
は
あ
る
程
度
い
ろ

い
ろ
な
設
備
を
持
っ
た
学

校
と
い
う
の
が
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
ど
う

し
て
も
旧
耶
麻
農
業
高
校

が
持
っ
て
い
る
学
習
環
境

力
が
必
要
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問答

後
藤　
誠
司 

議
員

旧耶麻農高の利活用により子どもたちの総合的な学びができる旧耶麻農高の利活用により子どもたちの総合的な学びができる市長市長

サルのモニタリング調査の結果はサルのモニタリング調査の結果は
思うような結果が得られていない思うような結果が得られていない市長市長

▲発信器を取り付けたサル

▲山都中学校

10市議会だより 喜多方　第63号

一

般

質

問



９月補正予算時点での財政調整基金残高は︎９月補正予算時点での財政調整基金残高は︎

下水道整備地区内での排水路悪臭対策は下水道整備地区内での排水路悪臭対策は
単独浄化槽等からの下水道切り替え加入促進を単独浄化槽等からの下水道切り替え加入促進を

渡
部　
一
樹 

議
員

高
畑　
孝
一 

議
員

市長市長

　
　
下
水
道
整
備
地
区
で

も
合
併
処
理
浄
化
槽

や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

の
排
水
が
あ
り
、特
に
夏

場
は
臭
い
が
ひ
ど
い
。そ

の
対
策
は
。

　
　
下
水
道
へ
の
接
続
が

基
本
で
あ
る
。
但
し

全
て
の
家
屋
の
速
や
か
な

接
続
も
難
し
く
、
排
水
つ

ま
り
等
で
抜
本
的
な
修
繕

が
必
要
な
時
は
修
繕
工
事

を
行
う
。

　
　
汚
泥
や
ヘ
ド
ロ
が
堆

積
し
た
場
合
の
清
掃

は
大
切
な
こ
と
だ
が
、排

水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板

が
重
い
。軽
く
て
堅
牢
な

板
に
順
次
更
新
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

　
　
こ
の
蓋
は
歩
行
者
や

車
両
の
落
下
を
防
止

す
る
た
め
、
十
分
な
強
度

と
耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る

問答問答

こ
と
か
ら
重
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
、
重
量

の
軽
い
グ
レ
ー
チ
ン
グ
は

高
価
で
も
あ
り
一
定
の
間

隔
で
設
置
し
て
い
る
。
道

路
管
理
者
と
し
て
は
安
全

な
側
溝
蓋
の
設
置
が
最
優

先
で
あ
る
。

　
　
排
水
路
に
河
川
か
ら

の
導
水
や
散
水
車
で

水
を
流
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
河
川
か
ら
の
導
水
は

水
利
権
等
の
問
題
が

あ
り
困
難
で
あ
る
。
散
水

車
は
１
日
あ
た
り
10
〜
20

万
円
の
費
用
が
か
か
り
、

市
が
負
担
す
る
こ
と
も
困

難
で
あ
る
た
め
、
沿
道
や

行
政
区
の
皆
様
に
定
期
的

な
清
掃
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

　
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

に
減
債
基
金
残
高
の

回
復
を
含
め
た
計
画
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
減
債
基
金
は
市
債
の

償
還
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
重
要
な
基
金

で
あ
る
。
減
債
基
金
に
つ

い
て
も
市
債
償
還
時
期
の

集
中
、
金
利
の
あ
る
世
界

へ
の
転
換
な
ど
、
市
債
償

還
額
が
多
額
と
な
る
事
態

等
に
備
え
、
残
高
の
回
復

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
財
政
調
整
基
金
、
減

債
基
金
の
残
高
は
現

在（
９
月
補
正
予
算
時
点
）

い
く
ら
か
。

　
　
財
政
調
整
基
金
は
約

４
千
４
０
０
万
円
、

減
債
基
金
は
約
５
千
万
円

で
あ
る
。

　
　
令
和
９
年
度
末
に
財

政
調
整
基
金
残
高
15

億
円
以
上
を
目
標
に
し
て

問答問答問

い
る
が
、
達
成
は
す
で
に

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
組
で
財

源
確
保
し
、
基
金
残
高
の

回
復
に
努
め
た
い
。

　
　
12
月
予
定
の
職
員
の

給
与
ア
ッ
プ
に
対
応

で
き
る
の
か
。

　
　
試
算
で
は
１
億
６
千

５
０
０
万
円
ほ
ど
と

見
込
ん
で
い
る
が
、
今
年

度
補
正
予
算
で
の
歳
出
削

減
も
含
め
て
精
査
し
て
い

き
た
い
。

　
　
こ
の
状
況
で
は
基
金

残
高
の
回
復
は
見
込

め
な
い
こ
と
は
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
発
表
に
併
せ
て
人

件
費
削
減
以
外
の
具
体
策

を
示
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
令
和
７
年
度
は
即
効

性
の
高
い
取
組
、
令

和
８
年
度
以
降
に
向
け
て

は
関
係
者
へ
の
説
明
準
備

の
た
め
、
具
体
策
を
記
載

し
て
い
な
い
。

答問答問答

約4,400万円である約4,400万円である市長市長
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ネーミングライツパートナー募集の結果はネーミングライツパートナー募集の結果は

喜多方産夏黄金の生産拡大に向けての取組は喜多方産夏黄金の生産拡大に向けての取組は

押切川公園４施設で１社から応募があり今後さらに進めていく押切川公園４施設で１社から応募があり今後さらに進めていく

種子の増産と生産者増　実需者が求める品質確保に取り組む種子の増産と生産者増　実需者が求める品質確保に取り組む

十
二
村　
秀
孝 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
今
回
募
集
し
た
施
設

の
希
望
金
額
は
。

　
　
募
集
１
、
押
切
川
公

園
野
球
場・体
育
館・

ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
自
由
広

場
の
４
施
設
で
は
、
年
額

１
１
０
万
円
。
募
集
２
、

ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点

複
合
施
設
「
ア
イ
デ
ミ
き

た
か
た
」
で
は
、
年
額
１

３
２
万
円
で
あ
る
。
金
額

の
差
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
利
用
者
数
の
比
較
に
よ

り
算
定
し
た
。

　
　

今
回
の
募
集
で
は
、

「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か

た
」
へ
の
応
募
が
無
か
っ

た
。
今
後
は
ど
の
様
に
事

業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
募
集
期
間
が
32
日
間

と
短
く
、
周
知
方
法

な
ど
問
題
点
が
あ
っ
た
。

今
後
は
再
度
検
討
を
行
い

「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
」

問答問答

の
募
集
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
事
例

を
参
考
に
施
設
等
の
選
定

や
、
企
業
か
ら
提
案
を
受

け
れ
る
「
提
案
募
集
型
」

を
実
施
す
る
。

　
　
わ
な
設
置
補
助
者
講

習
会
の
今
年
度
開
催

予
定
は
。

　
　
受
講
者
は
、
狩
猟
者

の
わ
な
等
設
置
・
捕

獲
後
の
作
業
補
助
が
可
能

と
な
る
。
市
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
講
習
会
で
あ

り
、
今
年
度
は
９
月
25
日

に
開
催
す
る
。

　
　
行
政
区
へ
の
わ
な
購

入
補
助
は
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
今
後
、
行
政

区
に
対
す
る
わ
な
の
購
入

補
助
に
つ
い
て
は
。

　
　
捕
獲
は
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
補

助
は
で
き
な
い
が
、
今
後

は
実
施
隊
員
に
対
す
る
購

入
補
助
を
検
討
す
る
。

問答問答

山
口　
文
章 

議
員

▲収穫を待つ夏黄金

　
　

県
内
で
先
駆
け
て
、

夏
黄
金
の
栽
培
に
取

組
ん
だ
結
果
、
次
期
作
に

予
定
す
る
種
子
量
と
し
て

７
６
０
㎏
確
保
さ
れ
た
が
、

今
後
の
生
産
拡
大
に
向
け

た
進
め
方
は
。

　
　
今
後
、
市
内
で
の
夏

黄
金
の
生
産
拡
大
に

向
け
、
種
子
の
増
産
と
生

産
者
を
増
や
す
こ
と
に
加

え
、
実
需
者
が
求
め
る
品

質
の
確
保
等
に
取
組
ん
で

い
く
。
ま
ず
、
種
子
の
増

産
に
つ
い
て
は
、
本
年
収

穫
さ
れ
た
７
６
０
㎏
の
う

ち
７
２
０
㎏
を
種
子
と
し

て
約
７
ha
に
播
種
し
、
令

和
８
年
産
に
約
14
ｔ
の
収

穫
量
を
目
標
に
取
組
む
。

こ
の
一
部
を
種
子
用
と
し

て
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
小
麦
面
積
の
24‌

ha
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
産
か

問答

ら
は
、
よ
り
多
く
の
種
子

の
提
供
が
で
き
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
か
ら
夏
黄
金
の
生
産
希

望
者
を
募
り
、
栽
培
セ
ミ

ナ
ー
や
現
地
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
生
産
者
の

増
加
に
つ
な
げ
る
。

　
加
え
て
、
令
和
７
年
産

に
お
い
て
成
分
分
析
や
加

工
適
正
試
験
な
ど
を
実
施

し
、
実
需
者
が
求
め
る
品

質
が
確
保
で
き
る
栽
培
体

系
を
確
立
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
種
子

の
増
産
、
面
積
の
拡
大
、

収
量
の
増
加
が
順
調
に
進

め
ば
、
早
け
れ
ば
令
和
８

年
産
か
ら
種
子
用
と
し
て

活
用
す
る
以
外
を
製
粉
用

と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
で
、

喜
多
方
産
夏
黄
金
が
流
通

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

12市議会だより 喜多方　第63号

一

般

質

問



地域内循環経済による市民所得の向上を地域内循環経済による市民所得の向上を

自主防災組織の増加対策を自主防災組織の増加対策を

小
島　
雄
一 

議
員

小
林　
時
夫 

議
員

　
　
自
主
防
災
組
織
の
設

置
に
あ
た
り
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
推
進
を

図
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の

結
果
、
全
行
政
区
に
お
け

る
設
置
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

組
織
の
増
加
対
策
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
年
度
当

初
の
行
政
区
長
へ
の

お
知
ら
せ
や
秋
の
行
政
懇

談
会
な
ど
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
呼
び
掛
け
、
現

状
に
つ
い
て
は
、
本
年
８

月
末
現
在
、
全
２
７
２
行

政
区
の
う
ち
、
95
行
政
区

で
94
の
組
織
が
結
成
さ

れ
、
組
織
率
は
34
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
増
加

対
策
と
し
て
は
、
災
害
時

に
お
い
て
地
域
全
体
で
支

え
合
い
、
被
害
を
最
小
限

問答

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
を
通

じ
た
共
助
に
よ
り
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
結
成

促
進
は
本
市
の
地
域
防
災

力
の
向
上
に
直
結
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、
引
き
続

き
未
結
成
の
行
政
区
に
対

し
、
地
域
に
出
向
い
て
の

出
前
講
座
な
ど
様
々
な
機

会
を
捉
え
、
自
主
防
災
組

織
結
成
に
よ
る
地
域
防
災

力
の
重
要
性
を
説
明
し
、

結
成
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
活

動
補
助
金
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
財
政
健
全
化
に
取
り

組
む
本
市
に
お
い

て
、
市
民
所
得
の
向
上
に

よ
る
市
税
の
増
収
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

地
域
経
済
の
維
持
拡
大
を

図
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

財
政
支
出
が
そ
れ
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
考
え
た
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
穴
の
空

い
た
バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
経

済
構
造
を
見
直
し
て
循
環

率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

が
考
え
を
伺
う
。

　
　
地
域
移
行
分
析
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
て

市
の
経
済
実
態
を
把
握
し

て
、
具
体
的
な
目
標
を
設

定
し
た
い
。
地
域
外
支
出

を
抑
え
循
環
さ
せ
て
市
民

所
得
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

に
、
市
の
各
種
計
画
に
反

映
し
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
本
市
の
特
産
品
で
あ

る
ラ
ー
メ
ン
、そ
ば
、

日
本
酒
の
原
材
料
は
地
元

で
生
産
で
き
る
。
玄
ソ
バ

は
そ
の
ま
ま
出
荷
す
れ
ば

１
万
２
０
０
０
円
程
度
だ

が
、
製
粉
す
れ
ば
３
倍
に

な
り
、
麺
に
す
れ
ば
７
～

10
倍
に
な
る
。
市
内
で
の

一
貫
生
産
体
制
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
業
者
を
誘
致
す
る
た

め
に
は
安
定
し
た
原

料
の
確
保
や
採
算
性
の
観

点
も
あ
る
が
、
農
業
者
や

民
間
事
業
者
が
製
粉
を
行

う
機
器
を
導
入
す
る
場
合

に
は
、
市
の
支
援
事
業
も

あ
る
た
め
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
酒
造
好
適
米
は
一
般

米
と
大
き
な
価
格
差

が
つ
い
て
い
る
。
生
産
振

興
の
為
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
本
年
の
売
り
渡
し
価

格
や
国
等
の
動
向
、

支
援
策
を
注
視
し
な
が
ら

対
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問答問答

出前講座など地域に出向いて結成を呼び掛ける出前講座など地域に出向いて結成を呼び掛ける市長市長

実態を把握して改善に取り組んでいく実態を把握して改善に取り組んでいく市長市長

▲防災訓練に取り組む自主防災組織
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安定的かつ持続可能な財政構造を構築する安定的かつ持続可能な財政構造を構築する市長市長

喜多方市の財政健全化に向けた取組は喜多方市の財政健全化に向けた取組は

田
中　
修
身 

議
員

山都中及び高郷中の統合に関する合意書に校舎の場所が明記されていない山都中及び高郷中の統合に関する合意書に校舎の場所が明記されていない

　
　
市
で
は
、
財
政
健
全

化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

３
年
間
で
実
施
し
て
い
く

と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
財
政
状
況
を

周
知
し
、
ニ
ー
ズ
調
査
と

事
業
の
廃
止
、
縮
小
を
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
財
政
状
況
の
周
知
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
公
表
し
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見
や

要
望
を
募
集
し
た
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま

え
た
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

の
策
定
後
も
、
速
や
か
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
し
、事
業
の
廃
止・

縮
小
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
市
民
や
関
係
者

へ
の
丁
寧
な
説
明
等
を
行

い
な
が
ら
令
和
８
年
度
以

降
の
予
算
編
成
等
に
反
映

し
て
い
く
。

問答

　
　
温
泉
施
設
の
維
持
費

は
莫
大
な
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
継
続
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

入
込
数
や
維
持
費
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
調
査
し
た
分
析

の
結
果
と
考
え
る
。
ど
の

よ
う
な
分
析
を
も
っ
て
継

続
の
決
定
を
し
、
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
策
定
後
は
、

ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　
市
内
の
温
泉
施
設
は

老
朽
化
が
著
し
く
、

多
額
の
修
繕
費
用
を
要
す

る
案
件
が
多
く
発
生
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
速
や

か
に
個
別
施
設
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
推
進
本
部
会

議
に
お
い
て
各
施
設
の
方

向
性
を
決
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

問答

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
市
内

団
体
等
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
て
、
意
見
や
提
案
等

を
求
め
て
進
め
て
き
た
。

今
回
の
旧
県
立
耶
麻
農
業

高
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
と
同
様
の

手
順
を
踏
む
べ
き
だ
っ
た

と
考
え
る
が
、
な
ぜ
そ
う

し
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

企
画
調
整
課
が
担
当
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
旧

県
立
病
院
跡
地
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
課
等
が
担
当

し
て
き
た
。
跡
地
の
問
題

は
、
必
ず
企
画
調
整
課
が

担
当
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　
　
教
育
委
員
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
行
政
区
長
会
の

問答問

間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る

「
合
意
書
」に
は
、
統
合
中

学
校
の
校
舎
の
場
所
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。場
所

は
準
備
委
員
会
で
協
議
す

る
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ

は
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
今
回
の
育
み
の
丘
構

想（
案
）は
、
あ
く
ま

で
も
旧
県
立
耶
麻
農
業
高

校
を
活
用
し
た
構
想
で
あ

る
の
で
、
確
か
に
合
意
書

に
は
明
記
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
認
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
丁
寧
に
説
明
を

繰
り
返
し
て
い
き
た
い
。

　
　
そ
れ
は
責
任
を
準
備

委
員
会
に
押
し
付
け

る
も
の
で
あ
る
。

旧
県
立
耶
麻
農
業
高
校

の
施
設
・
設
備
の
改
修
に

係
る
財
政
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
概
算
で
６
億
円
の
整

備
費
用
を
見
込
ん
で

い
る
。

今
後
、
庁
内
に
お
け
る

協
議
等
を
進
め
て
い
く
。

答問答

坂
内　
ま
ゆ
み 

議
員

旧耶麻農業高校を活用した育みの丘構想を丁寧に説明していく旧耶麻農業高校を活用した育みの丘構想を丁寧に説明していく市長市長
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財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

（
10
億
円
の
財
政
調

整
基
金
確
保
）
の
目
標
額

の
根
拠
は
。

　
　
全
国
の
類
似
4
市
と

の
財
政
構
造
等
を
比

較
し
て
設
定
し
た
。

　
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

の
５
つ
の
視
点
（
分

野
）
の
個
別
施
策
の
削
減

目
標
額
を
示
し
て
い
な
い

が
。

　
　
関
係
者
等
へ
の
説
明

等
を
行
い
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
の
中
で
決

め
て
い
く
。

　
　
市
民
全
体
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
。
市
長

先
頭
に
市
民
全
体
を
対
象

に
説
明
会
等
を
開
催
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
必
要
に
応
じ
事
前
に

関
係
者
等
に
説
明
し

て
い
く
。

問答問答問答

　
　
来
年
１
月
に
は
市
長

選
挙
が
あ
る
。
３
月

当
初
予
算
は
骨
格
予
算
に

な
る
の
か
。

　
　
当
初
予
算
は
経
常
経

費
等
骨
格
予
算
と
し
、

そ
の
後
、
政
策
的
な
予
算

を
補
正
予
算
と
し
議
会
に

示
し
て
い
く
。

　
　
県
内
13
市
と
比
べ
財

政
調
整
基
金
の
減
少

が
大
幅
な
の
は
本
市
な
ど

数
市
し
か
な
い
。
本
市
独

自
の
要
因
は
。

　
　
５
市
町
村
の
合
併
時

と
比
べ
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
の
削
減
、
市
民

税
等
は
横
ば
い
で
増
が
少

な
い
。
ま
た
そ
の
自
主
財

源
の
比
率
が
低
い
こ
と
な

ど
が
要
因
で
あ
る
。

　
　
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た

２
期
工
事
や
ゴ
ミ
処

理
施
設
等
大
型
事
業
計
画

へ
の
対
応
は
。

　
　
中
期
財
政
計
画
（
５

カ
年
計
画
）
の
毎
年

度
の
見
直
し
等
に
よ
り
調

整
し
て
い
く
。

問答問答問答

市長が先頭に立って財政健全化プラン実施案を示すべき市長が先頭に立って財政健全化プラン実施案を示すべき

矢
吹　
哲
哉 

議
員

移住・定住支援に関する補助金はもっと増額すべきでは移住・定住支援に関する補助金はもっと増額すべきでは

上
野　
利
一
郎 

議
員

　
　
喜
多
方
綾
金
工
業
団

地
は
分
譲
開
始
か
ら

７
年
経
過
し
、
現
在
３
・

８
ha
が
未
成
約
の
状
態
で

あ
る
。
昨
年
も
20
件
ほ
ど

の
立
地
相
談
が
あ
っ
た
が
、

成
約
に
至
ら
な
い
主
な
理

由
は
何
か
。

　
　
成
約
条
件
と
し
て
３

千
㎡
以
上
と
い
う
面

積
の
制
約
が
あ
り
、
或
る

程
度
規
模
の
大
き
い
企
業

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

面
積
の
要
件
の
他
に
資
金

繰
り
の
問
題
等
、
合
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
場
合
は
成
約
に
至

っ
て
い
な
い
。

　
　
県
の「
来
て 

ふ
く
し

ま 

住
宅
取
得
支
援

事
業
補
助
金
」は
数
年
間
、

補
助
額
が
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　
こ
こ
数
年
、
建
築
材
料

費
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

問答問

現
状
額
で
は
総
建
築
費
に

対
す
る
補
助
率
が
下
が

る
。ま
た「
ふ
く
し
ま
移
住

支
援
金
給
付
事
業
」で
も
、

首
都
圏
か
ら
30
代
の
子
育

て
世
帯
の
転
入
意
欲
を
増

や
す
よ
う
な
視
点
で
、
18

歳
未
満
の
世
帯
員
の
加
算

額
を
増
や
す
な
ど
、
補
助

額
の
見
直
し
を
す
る
予
定

は
な
い
の
か
。

　
　
県
に
お
け
る
地
方
創

生
・
人
口
減
少
対
策

を
検
討
・
実
行
す
る
た
め

の
「
ふ
く
し
ま
創
生
・
人

口
戦
略
官
民
連
携
・
共
創

チ
ー
ム
」
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議
の
中
で
、

補
助
金
増
額
の
意
見
を
出

し
て
い
き
た
い
。

答

ふくしま共創チーム・グループ会議の中で意見を述べていくふくしま共創チーム・グループ会議の中で意見を述べていく市長市長

関係者等に事前に説明して進めていく関係者等に事前に説明して進めていく市長市長

▲約4haの分譲残がある綾金工業団地
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国・県と連携して地方創生を推進していく国・県と連携して地方創生を推進していく市長市長

｢失われた30年｣をどう認識しどのような施策を行うか｢失われた30年｣をどう認識しどのような施策を行うか

　
　
老
朽
化
す
る
下
水
道

や
道
路
の
安
全
管
理

体
制
は
。

　
　
下
水
道
は
法
定
に
基

づ
き
５
年
ご
と
に
点

検
、
必
要
箇
所
は
年
１
回

実
施
。
危
険
作
業
は
業
者

委
託
と
し
、
有
毒
ガ
ス
測

定
や
換
気
を
徹
底
。道
路・

水
道
も
巡
視
で
異
常
を
確

認
し
、
緊
急
連
絡
網
に
よ

り
迅
速
対
応
。
橋
梁
や
公

園
も
定
期
点
検
で
老
朽
度

を
把
握
し
て
い
る
。

　
　
財
政
制
約
下
で
更
新

を
先
送
り
す
れ
ば
、

市
民
生
活
に
支
障
が
出
な

い
か
。

　
　
事
故
防
止
の
た
め
重

要
施
設
を
優
先
的
に

更
新
。
工
事
の
優
先
順
位

や
内
容
を
市
民
に
説
明
し
、

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
技
術
職
員
不
足
へ
の

対
応
は
。

問答問答問

　
　
応
募
は
少
な
い
が
若

手
を
含
め
継
続
採
用

し
、
技
術
継
承
に
努
め
て

い
る
。

　
　
「
失
わ
れ
た
30
年
」を

ど
う
認
識
し
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
行
う
か
。

　
　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日

本
は
低
成
長
と
デ
フ

レ
が
続
き
、
賃
金
停
滞
・

非
正
規
雇
用
増
加
・
少
子

化
が
進
行
。
本
市
も
雇
用

減
少
や
人
口
流
出
、
震
災

の
風
評
被
害
を
受
け
た
。

　
市
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
移
住
・
定
住
促
進
、

新
婚
世
帯
や
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
、
医
療
費
助
成

や
給
食
費
負
担
軽
減
を
実

施
。
さ
ら
に
農
業
の
強
化
、

商
店
街
の
活
性
化
、
観
光

振
興
な
ど
産
業
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
み
、
国
・
県

と
連
携
し
て
地
方
創
生
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
市
長
の
任
期
残
り
僅

か
の
中
で
の
覚
悟
は
。

　
　
限
ら
れ
た
財
源
で
も

果
敢
に
挑
戦
し
、
最

後
ま
で
責
任
を
果
た
す
。

答問答問答

山
口　
和
男 

議
員

請願・陳情

請願・陳情名 請　願　事　項 委員会
（採択結果）

本会議
（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第 11
生理用品を学校や公共施設のトイレに常備
することを求める請願

１市内の小中高校や公共施設のトイレに、トイレットペー
パー同様、生理用品を当たり前に設置すること。

２生理用品設置の意義について、教育機関での包括的性教
育はじめ市での広報活動に努めること。

３生理をはじめ、心や体の悩みを気兼ねなく相談できる環
境を整備すること。

４国や県に対して継続的な財政措置を求めること｡

文教厚生
常任委員会

21：0
新日本婦人の会喜多方支部
支部長 辺見 律子 採択

請願第 12
米の安定供給等を求める意見書提出の請願

１減反の押し付けや低米価政策を改め、米を増産し、国を
挙げて十分な備蓄を確保すること。

２農家が安心して米を生産し、国民に安定供給できるよう
農産物の価格保障、所得補償政策を確立すること。

産業建設
常任委員会 21：0

会津農民運動連合会 会長 菅沼 弘志 採択

請願第13
学校給食の質の向上及び子育て支援に関す
る請願

１2026年４月から国による小学校の給食無償化が実施された
場合、給食の質を低下させることなく、地産地消をさらに
推進すること。

２小学校の米飯給食を週５日とすること。
３「喜多方市有機農業実施計画」の最終年度（令和10年度）

以降も、有機栽培米を継続して学校給食に提供すること。
また、野菜等についても有機栽培・特別栽培の農産物を優
先的に導入すること。

４給食の食材は、その調達基準の指針を策定すること。さら
に、市独自の給食食材用農産物の栽培基準を策定し、農家・
調理場・保護者が現場確認を行う参加型保証（ＰＧＳ) を
取り入れ、食材の安全性をより高め、相互の信頼関係を強
化すること。

５熱塩加納共同調理場の稼働率を高めるため、上三宮小学校
等近隣校への給食提供を行うなど、市内全域の共同調理
場・給食センターの配給校を柔軟に再編すること。

６夏休み等の長期休暇中に、希望する児童に対し、各共同調
理場や給食センターで調理された給食の提供や、公民館の
調理室などを活用した食事の提供の仕組みを構築すること。

文教厚生
常任委員会

21：0
きたかた学校給食を考える会
代表 小池 ミチ 採択

次のとおり審査されました。
採択された請願や陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、市当局や関係機関へ、
その実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）

16市議会だより 喜多方　第63号

一

般

質

問



討論とは、議題となっている案件について、
表決の前に賛成・反対の意見を表明することをいいます。討論

議会案第９号　喜多方市議会議員の定数を
定める条例の一部を改正する条例
反対討論

議会が本市の課題に正面から向き合い、市
民の願いに応える役割が求められているとき、
議員定数削減ではそれらに背を向けることに
なる。また、少数者を含む多様な意見を切り
捨て、特に弱者の声が届かなくなる。

市民との意見交換会でも、「現状維持また
は減らすべきではない」という意見が多く寄
せられた。

議会の役割が今ほど求められるときはな
い。
賛成討論

議員定数については、市民も深い関心を持
っている。前回の定数削減から９年以上が経
過し、類似市の状況および将来の人口推計に
加え、本市の財政状況等を総合的に勘案した
場合、定員削減は妥当だと考える。

16回に及ぶ特別委員会の結論は尊重すべき
である。新たな時代の真に市民の方々のため
に開かれた議会になるために、今回の条例改
正にご理解いただきたい。
反対討論

地方自治法では二元代表制という形になっ
ている。議員が自らの力を削って、議会とし
てのあるべき姿、市民のための仕事ができる
のか。市民ために働いていけるとは思わない。

今の人数の中で、議会の在り方を全員で検
討し、市長に対し提言をしていかなければな
らない。
反対討論

議会基本条例を含めて委員会活動の充実
に取り組んできた。議長を除く21名の議員が
３つの常任委員会を７名ずつで運営している
現在の在り方が充実している。

もうひとつは財政面で、議会費が歳出総額
の１％の枠内であれば市民の納得もいただけ
ると思う。現在は、0.86％である。財政面か
らも定数をきちんと確保しながら議会の役割
を果たしていく、そのことが今求められている。

議案第68号　令和７年度喜多方市一般会計
補正予算（第５号）
反対討論

旧喜多方東高校跡地の市場調査・基本計
画の予算を債務負担行為として計上している。
６月に実施した市場調査では、宿泊施設、集
会・交流施設等については、収益性が低く民
間が参入する可能性が低いという結果になっ
ている。

市は財政健全化プランを３カ年で進めてい
るが、一方では、県立病院跡地第２期計画、
旧耶麻農業高校跡地利活用計画（育みの丘構
想）、そして広域市町村圏組合山都ゴミ処理
場更新事業など大型公共事業計画が山積して
いる。

このままでは、財政健全化どころか財政構
造の赤字基調はますます進行し、いっそうの
補助金等の削減や水道・下水道をはじめとし
た使用料・利用料等の値上げが懸念される。

よって、旧喜多方東高校跡地活用構想の抜
本的見直しを求める。
賛成討論

今回の補正予算は、クマ対策としての緊急
銃猟対応事業、インフラ対策として水道管路
耐震化事業出資金、文化的資源である蔵に対
する伝統的建造物群保存事業補助金などで
ある。

債務負担行為の旧喜多方東高校跡地利活
用基本計画策定委託料については、厳しい財
政ではあるが有利な財源を活用した事業であ
り、本市の新しい玄関口となり得る施設であ
り、重要な委託事業であると考える。

財政健全化プランに向けた取組として、総
人件費の抑制としての管理職手当のカット、
歳入の確保として市有財産売却等などが計上
されている。今回の補正予算は、必要性を捉
えた適切な予算である。
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　７月25日（金）･26日（土）の２日間にわたり、22名の議員が３班に分かれて市内６
会場において開催しました。多くの市民のみなさまにご参加をいただきありがとう
ございました。内容につきましては市議会ホームページによりお知らせいたします。

市民と議会の意見交換会

総務常任委員会 「喜多方市の財政改革の内容について」
文教厚生常任委員会 「喜多方市の子育て支援について」
産業建設常任委員会 「喜多方市の地域資源の活用について」

テ
ー
マ

熱塩加納公民館
市役所本庁舎

塩川ふるさと会館 高郷公民館アイデミきたかた

山都公民館

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：

賛
成

1
渡
部　
忠
寛

2
田
中　
修
身

3
坂
内
ま
ゆ
み

4
高
畑　
孝
一

5
山
口　
文
章

6
十
二
村
秀
孝

7
遠
藤　
吉
正

８
上
野
利
一
郎

9
小
島　
雄
一

10
矢
吹　
哲
哉

11
菊
地
と
も
子

12
渡
部　
一
樹

13
後
藤　
誠
司

14
五
十
嵐
吉
也

15
齋
藤
勘
一
郎

16
佐
藤　
忠
孝

17
小
林　
時
夫

18
渡
部　
勇
一

19
佐
原　
正
秀

20
齋
藤　
仁
一

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第68号

令和７年度喜多方市一般
会計補正予算（第５号）

原案可決
（令和７年９月19日） 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹哲哉

小島
雄一

議会案
第９号

喜多方市議会議員の定数
を定める条例の一部を改
正する条例

原案可決
（令和７年９月４日） 14：7 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○

田中
修身
渡部
勇一
齋藤
仁一

山口
文章

その他
喜多方市議会議員定数に関
する検討特別委員会審査報
告

報告了承
（令和７年９月４日）11：10 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（伊藤弘明）は採決に加わらない。

９月定例会審議結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。

喜多方市議会議員定数等に関する検討特別委員会は、議員定数と報酬の在り方について
調査検討するため、令和５年１２月に設置（委員９名）され、１６回の委員会、視察研修、市
民意見交換会を経て審査を行い、令和７年９月定例会において審査報告が提出されました。

喜多方市議会議員定数等に関する検討特別委員会審査報告（要約）
１．経過
・委員会設置目的：議員定数・報酬の調査検討。
・行政改革の視点だけでなく、人口・財政状況・類似市との比較・市民意見を考慮。
・新潟県村上市への視察、市内6会場での市民意見交換会を実施。
・委員会において合意形成を試みたが意見が一致せず、多数決で決定。

２．審査結果
　⑴ 議員定数
・現状維持に関する意見：市民の多様な声を反映するため削減すべきでない、常任委員会構成上
も現状が適当。
・削減に関する意見：人口減少・財政状況を踏まえ削減すべき、設置経緯からも削減が妥当。
・採決の結果、現行２２名から２０名へ２名削減に決定（委員長裁定による）

　⑵ 議員報酬
・現状維持に関する意見：財政を考慮、将来的に検討すべき、報酬以外で待
遇改善。
・増額に関する意見：若い世代の立候補環境整備、社会情勢を踏まえた対応。
・採決の結果、現状維持に決定

３．結論
・議員定数：22名 → 20名に削減
・議員報酬：現状維持

▲審査報告をする
　齋藤勘一郎委員長
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　７月25日（金）･26日（土）の２日間にわたり、22名の議員が３班に分かれて市内６
会場において開催しました。多くの市民のみなさまにご参加をいただきありがとう
ございました。内容につきましては市議会ホームページによりお知らせいたします。

市民と議会の意見交換会

総務常任委員会 「喜多方市の財政改革の内容について」
文教厚生常任委員会 「喜多方市の子育て支援について」
産業建設常任委員会 「喜多方市の地域資源の活用について」

テ
ー
マ

熱塩加納公民館
市役所本庁舎

塩川ふるさと会館 高郷公民館アイデミきたかた

山都公民館

決 算 特 別 委 員 会
　９月定例会において、令和６年度決算認定審査のため決算特別委員会が設置され、10月８
日～ 20日までの13日間の日程で決算特別委員会が開催されました。
　審査内容につきましては、次号によりお知らせいたします。

委 員 長　佐　原　正　秀　　副委員長　五十嵐　吉　也　　委　　員　坂　内　まゆみ
委　　員　上　野　利一郎　　委　　員　小　島　雄　一　　委　　員　矢　吹　哲　哉
委　　員　小　林　時　夫　　委　　員　齋　藤　仁　一　　委　　員　山　口　和　男
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12月定例会の予定12月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  24 25 26 27 28 29 

 30  2 3 4 5 6 

 7 8 9 10 11 12 13 

 14 15 16 17 18 19 20

11
23／

12
1／

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

振替休日勤労感謝の日

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

【提出期限】	 各定例会開会日（招集日）の９日前まで
【提 出 先】	 喜多方市議会事務局（市役所４階）
【必要事項】	� 請願には必ず１人以上の市議会議員の紹介が必要ですので、市議会議

員にご相談ください。陳情の場合は市議会議員の紹介の必要はありま
せん。

	 詳しくは、議会事務局　℡ 0241-24-5253まで

請願・陳情について

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“格子と菊と亀甲”です。

FMきたかた  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴できます。

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
市
議
会
で
す
」
で

訪
問
し
た
企
業
の
生
産
現
場
は
、
ど
こ

も
力
強
く
情
熱
に
あ
ふ
れ
、
私
た
ち
も

大
い
に
感
服
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
力
が
地
域
に
躍
動
を
生
み
出
し
て
い

る
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
兵
庫
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
会
は
当
市
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
私
た
ち
市
議
会
チ
ー
ム
は
予
選
を

突
破
、
決
勝
で
は
４
位
に
入
賞
で
き
ま

し
た
。
来
年
は
本
市
荻
野
漕
艇
場
に
お

い
て
、
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
ご
参
加
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

高
畑　
孝
一

議会広報広聴委員会


